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(1)  ne_`EiN_  ＜ ne_ ＋      `EiN_ 
   住居                    いる (補部)      家 (为要部)                                        (Okell 1969: 61)  
(2)  lou`kha.    ＜    lou`  ＋         `Akha. 
       賃金                   働く (補部)    お金 (为要部)                                   (Okell 1969: 61)  
 (2) について、ビルマ語の名詞には`A を語頭に持つ名詞が多く存在するが、その名詞が
为要部になる場合、語頭の`A は脱落する。 
                                                        
1
 ビルマ語はシナ・チベット語族、チベット・ビルマ語派、ロロ・ビルマ語群に属し、ミャンマー連邦の




は次の通りである。[ ] 内は IPA 表記である。IPA 表記のないものは、IPA と同記号である。子音: 無声無
気音/p, t, s, c[tɕ], k/ 無声有気音/ph[pʰ], th[tʰ], sh[sʰ], ch[tɕʰ], kh[kʰ]/ 有声音/b, d, z, j[dʑ], g/ 歯間音/T[t ], D[  ]/ 
声門音/h, `[ʔ]/  鼻音/m, n, ny[ɲ], ng[ŋ]/ 無声鼻音/hm[  ], hn[  ], hny[ɲ ], hng[ŋ ]/ 側面音/l, hl[  ]/ 半母音/w, 
hw[ʍ]/y[j], hy[ɕ]/ 子音と母音の間に入る介子音/-y-, -w-/ 後続する音に同化する鼻音はすべて/N/ 母音: 
/a[a], i, u, e, E[ɛ], O[ɔ] ,o/ 軽声母音は/A[ə]/ 声調: 下降調/－./ 低平調/－_/ 高平調/－:/ その他の記号: 
境界線: スペース 句中の語境界: - (ハイフン)  複合語中の語境界: = 統語的結合による有声化: -ˆ 句
点: || 読点: | 
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1.1.2. 特殊複合 
一般的な複合に対していくつかの特定の名詞を为要部にとるものを特殊複合という。特
殊複合において为要部に現れる特定の名詞を特殊为要部 (special head) と呼ぶ (Okell 








本稿ではOkell (1969: 65) のspecial headという用語に倣い、特殊複合における特定の为要




定義 2. 本稿での特殊为要部は名詞`Ahmu., `Aye:, `AchE`, `AchiN:を指すものとする。 





本稿では先行研究として Okell and Allott (2001) と岡野 (2007) をとりあげる。特殊複合
語の意味・機能として両先行研究をまとめたものを表 1 に示す。 
表 1: 先行研究のまとめ 
特殊为要部 意味・機能 
Okell and Allott (2001)  岡野 (2007)  
hmu.「事件」  事件、犯罪、事故 
 抽象名詞を形成 (行為、状態)  
 事件、案件 
 現象 






chE`「事柄」 動詞から抽象名詞を形成 事項、点を表す名詞を形成 
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[1] hmu. 
(3) a.  kho:=hmu.  「窃盗事件」 
           盗む=hmu.                                                                               (Okell and Allott 2001: 172) 
b.  to:tE`=hmu.   「発展」 
  成長する=hmu.                                                                                         (岡野 2007: 139) 
c.  su.^pauN:=lou`kaiN_=hlou`hya:=hmu.  「協力活動」 
 集まる＝活動する=活動する=hmu.                                     (Okell and Allott 2001: 172)  
 (3) の a.が事件、ｂ.が現象、c.が行為を表す抽象名詞の例である。Okell and Allott (2001: 
172) で行為を表す抽象名詞としてあがっていたのはｃ.の他に「独立運動」や、「善行」な
どがある。 
岡野 (2007: 139) では複合語の構成として他とは違ったものがあげられている。 
 (4)  sE`=hmu.=lE`=hmu.  「工業」 
    機械=hmu.=手＝hmu.                                                                               (岡野 2007: 139)  




(5) a.  tO_hlaN_=ye:  「革命」 
              革命を起こす=ye:                                                                    (Okell and Allott 2001: 183)  
b.  naiN_ngaN_^Tu_naiN_gaN_^Ta:    ya.-TiN.-ya.-thai`-tE.                            
 国民                  得る-[当為]-得る-[当為]-ACMrls   
`AkhwiN.`Aye:-mya:      ya.hyi.=ye:-^ko_              sE`lE`  thaN:shauN_-mE_|| 
権利-pl                             手に入れる=ye:-ACC      続けて 活動する-VSMirls 
「国民が当然得るべき権利を手に入れることに引き続き尽力する。」   
 (Okell and Allott 2001: 184)  
c.  lu`la`=ye:  「独立」 
                自由だ=ye:                                                                                                (岡野 2007: 139)  
           d.  ka_^kwE_=ye:  「防衛」 
防衛する=ye:                                                                                             (岡野 2007: 140)  
  a.が抽象名詞、b.が動詞節からの名詞句の形成、c.が解決すべき何らかの問題、d.が国家
の取り組むべき問題の例である。a, c, d はとりあげられている例がほとんど同じものであ
り、Okell and Allott (2001) で抽象名詞にまとめられたものを岡野 (2007) が細分化したも
のと考えられる。 
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 [3] chE` 
 (6)  `A:nE:=^chE` 「弱点」 





 (7)  khAyi_Twa:=^chiN:  「旅行」 






a)  特殊複合語の構成について指摘することができるか ((4) のような例に関して) 。 







辞書は大野 (2000) の『ビルマ (ミャンマー) 語辞典』5 (以下辞書) である。辞書の見出し
語から用例を手作業で収集した。調査対象となるのは、語尾が hmu., ye:, chE`, chiN:である










                                                        
4
 ヤンゴン出身、女性、調査当時 25 歳 
5
 1 ページ 2 段組 92 行組で 930 ページあり、ビルマ語日本語辞書の中では最も大規模な辞書といえる。 
6
 現代の日常会話で普通に用いられる語を中心に、のべ語数 95811 語、異なり語数で 79516 語を収録して
いる。 
現代口語ビルマ語において行為・事柄を表す複合名詞为要部の機能 




結果、次の 3 種類が指摘できる。 
i. 補部 = 为要部 
   ii. 補部 = 为要部 A = 補部 = 为要部 A 
   iii. 補部 = 为要部 A = 補部 = 为要部 B 
 
本稿では、i を単型、ii を重複 A 型、iii を重複 B 型と呼ぶ。以下にそれぞれの例を示す。 
 
i. 単型 (542 例)  
 (8)  ce_^kwE:=hmu. 「悲しみ」 
     悲しむ (補部) =hmu. (为要部)                                                                            (辞書: 53)  
ii. 重複 A 型 (16 例)  
 (9)  da:=ye:=hlaN_=ye: 「剣槍術」 
     剣 (補部) =ye: (为要部 A) =槍 (補部) =ye: (为要部 A)                                (辞書: 309)  
iii. 重複 B 型  (1 例)  
 (10)  taiN:=ye:=pyi_=hmu. 「国事」 
     国 (補部) = ye: (为要部 A) =国 (補部) =hmu. (为要部 B)                        (辞書: 260)  
先述の (4) は、重複 A 型に分類されることが分かる。 
 
4.2.2. 複合語の意味的特徴 




表 2: 複合語の分類結果 (( ) 内は頻度で尐数第 2 位を四捨五入)  
表 2-a: 単独で現れた分類項目               表 2-b: 共通して現れた分類項目 
 
hmu.  物質 (2.2)、 
力 (1.3)、量 (0.9)  
 心 hmu. (20.0), ye: (3.2) 
chE` (25.7), chiN: (53.8)  
ye:  成員 (2.5)、 
機関 (1.9)  
作用 hmu. (8.7), ye: (20.3)   
chE` (30.4), chiN: (10.2) . 
chE`  なし 様相 hmu. (3.0), ye: (1.9)   
chE` (3.8), chin: (5.1)  
chiN:  なし 交わり hmu. (12.1), ye: (15.8)   
chE` (3.8), chin: (2.6)  
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 (11)  si:louN:=hmu.  「団結 [交わり]」 
     団結する=hmu.                                                                                                (辞書: 159)  
 (12)  `E:mya.=hmu. 「安らぎ [様相]」 
      心安らかだ=hmu.                                                                                            (辞書: 905)  
 (11) は団結の行為そのものを、 (12) は安らかな状態そのものを表す。(15) と比較され
たい。 
 行為・状態の結果、生じた「量」 
 (13)  Tei`Ti_=hmu.  「人口密度 [量]」 
     密集している=hmu.                                                                                          (辞書: 626)  
 (14)  mo:ywa_TuN:=hmu.  「雤量 [量]」 
    雤が降る=hmu.                                                                                                 (辞書: 500)  





 (15)  si:louN:=ye:  「団結 [交わり]」 
     団結する=ye:                                                                                                    (辞書: 159)                                                           
 (11) と同じ補部を持つ複合語であるが、(15) は団結の行為ではなく、団結していない
状態からの目標としての「団結」を表す。 
 関係者、技術 
 (16)  youN:sa_=ye: 「事務官 [成員]」 
     事務=ye:                                                                                                                (辞書: 596)  
 (17)  ta`=ye:  「将校 [成員]」 
     軍 ye:                                                                                                                  (辞書: 271) 
  (18)  hnou`=ye:  「話し方 [技術]」 










 (19)  `Asi`khaN_=^chE`  「供述 [言語]」 
       取調べを受ける=chE`                                                                                       (辞書: 794)  
 (19) は取り調べの結果生じ、言語化されたものを表す複合語である。 
 空間的な点 
空間としての点を chE`で表すことができることも明らかになった。 
 (20)  tho:=^chE`   「跡 [空間]」 
             突く=chE`                                                                                                         (辞書: 284)  
  (21)  `AlE_=^chE` 「中心点 [空間]」 




 (22)  mi:^phwa:=^chiN: 「出産 [生活]」 
     出産する=chiN:                                                                                             (辞書: 582)  
名詞の例の他に、重複 B 型で副詞に分類されるものが 1 例指摘できる。 
 (23)  pO:=^chiN:=TO:=^chiN: 「たくさん」 







行為・状態の前提         行為・状態の事実        行為・状態の結果 
  
関係者                    hmu.        chiN:                 具体物       
技術                                                                 chE` 
目標                 ye:                                        事件,事故 
                                                                             hmu. 
                                                   量       
hmu. 
図 1: 特殊为要部の機能 
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ACC: 対格; accusative pl: 複数; plural 
ACMrls: 限定節標識・確定; attributive clause 
marker, realis 
VSMrls: 動詞文標識・陳述/確定; verb 
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